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ス
テ
ー
キ
と
旬
彩
懐
石

料
理
・
食
事

温
泉
・
浴
場

浴
場
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

美
人
の
湯
を
心
ゆ
く
ま
で

温
泉
・
浴
場

種
類
豊
富
な「

」の
湯

ふ
た
ば

温
泉
・
浴
場

富
士
山

四
季
折
々
の
富
士
を
楽
し
む

料
理
・
食
事

レ
ス
ト
ラ
ン
を
刷
新
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牛
鉄
板
焼
処
「
千
」
で
の
食
事
風
景

　
料
理
に
定
評
の
あ
る
華
や

ぎ
の
章
慶
山
（
千
須
和
昌
和

社
長
）
。
２
０
０
９
年
９
月

に
ス
テ
ー
キ
懐
石
を
提
供
す

る
「
牛
鉄
板
焼
処
『
千
』
」

（
カ
ウ
ン
タ
ー

席
）
、


年
３
月
に
旬
彩
懐
石
の
「
客

前
割
烹『
昌
』」（
同
８
席
）

が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
、
真

新
し
い
施
設
で
の
食
事
に
宿

泊
客
の
評
判
は
上
々
だ
。

　
完
全
予
約
制
。

～

時

半
と

～

時
半
の
２
部
制

を
採
っ
て
い
る
た
め
、
ゆ
っ

た
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
料
理
を
味
わ
え
る
。

　
千
で
は
シ
ェ
フ
が
目
の
前

で
も
て
な
す
甲
州
牛
・
甲
州

ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
の
鉄
板
焼
き

フ
ル
コ
ー
ス
が
、
昌
で
は
板

前
が
見
事
な
腕

前
で
魚
を
捌

き
、
新
鮮
な
刺

身
と
熱
々
の
天

ぷ
ら
が
楽
し
め

る
。

　
こ
の
ほ
か
、

み
の
ぶ
ゆ
ば
を

ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
「
湯
葉
懐

石
」
や
野
菜
を

中
心
に
素
材
の

効
能
を
生
か
し

た
慶
山
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
「
薬
膳

料
理
」
な
ど
も

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　
▽
華
や
ぎ
の
章
慶
山
は
山

梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８

２
２
。☎
０
５
５（
２
６
２
）

２
１
６
１
。http://www.keiz

an.com/

蛍あかりの湯

「野喰禅
や く ぜ ん

料理」の蔬菜
そ さ い

（野菜）
バイキング

　
群
馬
県
の
水
上
温
泉
、
源

泉
湯
の
宿
松
乃
井
（
戸
澤
千

秋
社
長
）
は
、
四
つ
の
自
社

源
泉
を
有
し
て
い
る
。
湯
は

弱
ア
ル
カ
リ
性
の
す
べ
す
べ

と
し
た
質
感
が
特
長
。
湯
量

は
毎
分
４
５
８
・
１
㍑
と
、

そ
の
豊
富
さ
は
水
上
随
一
を

誇
る
。

　
源
泉
を
で
き
る
か
ぎ
り
外

気
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
、

湯
殿
の
底
か
ら
直
接
湧
き
上

が
ら
せ
る
こ
と
で
温
泉
の
鮮

度
を
保
っ
て
い
る
。こ
の
源

泉
か
け
流
し
の
温
泉
を
、松

乃
井
は「『
生
』温
泉
」と
表
現

し
、大
切
に
守
っ
て
い
る
。

　
昨
年
は
浴
場
を
全
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
露
天
風
呂
・

大
浴
場
「
月
あ
か
り
の
湯
」

「
火
あ
か
り
の
湯
」
「
蛍
あ

か
り
の
湯
」
、
貸
切
露
天
風

呂
な
ど
が
新
た
に

誕
生
し
た
。

　
月
あ
か
り
の
湯

は
、
生
温
泉
を
存

分
に
楽
し
め
る
。

常
連
客
も
多
く
、

併
設
の
ナ
ッ
ピ
ン

グ
ル
ー
ム
（
サ
ウ

ナ
）
に
本
を
持
ち

込
み
、
思
い
思
い

の
過
ご
し
方
を
楽

し
む
人
も
多
い
。

　
蛍
あ
か
り
の
湯

は
、
見
え
隠
れ
す
る
「
蛍
」

が
テ
ー
マ
。
本
物
の
蛍
が
育

っ
て
光
を
放
つ
時
期
と
、
蛍

を
模
し
た
演
出
照
明
で
、
一

年
中
淡
い
あ
か
り
の
暖
か
み

を
表
現
。

　
火
あ
か
り
の
湯
は
、
夜
間

に
「
た
い
ま
つ
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
揺
ら
め
く
火
の
よ
う

な
照
明
が
周
囲
を
照
ら
す
。

　
星
空
の
湯
は
、
家
族
や
カ

ッ
プ
ル
な
ど
小
グ
ル
ー
プ
が

生
温
泉
を
満
喫
す
る
の
に
ぴ

っ
た
り
。カ
ン
テ
ラ
の
湯
は
、

照
明
を
カ
ン
テ
ラ
風
に
し
て

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
す
。

　
全
て
の
風
呂
は
「
め
ぐ
り

湯
回
廊
」
で
つ
な
が
り
、
館

内
を
経
由
し
な
く
て
も
回
廊

を
通
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
風
呂

に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
敷
地
内
に
は
、
谷
川
岳

か
ら
の
地
下
水
が
６
カ
所
の

滝
を
作
り
、
１
万
坪
の
日
本

庭
園
が
水
上
の
自
然
の
美
し

さ
を
表
現
し
て
い
る
。

　
料
理
に
も
こ
だ
わ
っ
た
松

乃
井
は
、
群
馬
県
か
ら
「
地

産
地
消
推
奨
の
宿
」
の
称
号

を
得
て
、
地
元
食
材
の
魅
力

を
追
求
し
続
け
て
い
る
。
温

泉
と
料
理
に
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
り
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
「
お
も
て
な
し
の

心
」
で
日
夜
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
。

　
▽
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井

は
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２
７

８（
７
２
）３
２
０
０
。htt

p://www.matsunoi.com/

殿
の
湯
大
岩
露
天
風
呂

　
新
潟
県
月
岡
温
泉
の「
ホ

テ
ル
清
風
苑
」（
樋
口
恵
一
会

長
）は
、「
美
人
に
な
れ
る
温

泉
」
で
知
ら
れ
る
月
岡
の
湯

を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る

宿
だ
。
温
泉
は
今
年
で
開
湯

百
年
。
ホ
テ
ル
は
今
年
で
開

業

年
と
、
温
泉
地
の
歴
史

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
男

女
２
カ
所
ず
つ
、
合
計
４
カ

所
の
大
浴
場
と
三
つ
の
テ
レ

ビ
付
き
貸
し
切
り
風
呂
が
あ

り
、
浴
槽
の
数
は
合
わ
せ
て


個
。
多
彩
な
六
つ
の
湯
船

が
そ
ろ
う
露
天
風
呂
は
嵯
峨

人
形
風
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
６

つ
子
の
お
湯
か
け
小
僧
」
が

置
か
れ
、
愛
敬
あ
る
姿
で
湯

浴
み
客
を
迎
え
て
い
る
。
ま

た
エ
ス
テ
ル
ー
ム
も
あ
り
、

女
性
に
人
気
で
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。

　
人
や
環
境
へ
の
配
慮
に
も

取
り
組
む
宿
で
、
部
屋
に
は

国
産
無
垢
材
の

自
然
素
材
を
使

用
。
煙
草
が
苦

手
な
人
向
け
に

禁
煙
ル
ー
ム


室
を
備
え
て
い

る
。
若
く
元
気

な
客
室
係
が
多

く
、
夕
食
の
部

屋
出
し
な
ど
、

大
型
旅
館
で
あ

り
な
が
ら
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛

け
て
い
る
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
毎
晩
９
時
か

ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
踊
り

な
ど
、
夜
の
に
ぎ
わ
い
を
演

出
し
て
い
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
清
風
苑
は
新
潟

県
新
発
田
市
月
岡
温
泉
２
７

８
の
２
。
☎
０
２
５
４
（
３

２
）２
０
０
０
。http://www

.seifuen.com/

展
望
大
浴
場

　
越
後
湯
沢
温
泉
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
高
い
丘
の
上
に
建

つ
「
ホ
テ
ル
双
葉
」
（
小
林

庄
一
社
長
）
。
最
大
の
魅
力

は
な
ん
と
い
っ
て
も
風
呂

だ
。
温
泉
施
設
は
名
付
け
て

「
二
十
八（
ふ
た
ば
）の
湯
」。

「
ぱ
ぱ
ら
く
」「
ま
ま
ら
く
」

「
山
の
湯
」
「
里
の
湯
」
の

４
カ
所
の
大
浴
場
が
あ
り
、

多
く
の
湯
巡
り
が
で
き
る
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
。

薬
草
三
昧
の
風
呂
や
深
さ
が

１
１
０
㌢
の
「
び
っ
く
り
立

ち
湯
」
な
ど
、
個
性
豊
か
な

浴
槽
が
そ
ろ
う
。

　
客
室

室
の
う
ち

室
が

露
天
風
呂
付
き
と
い
う
ぜ
い

た
く
さ
も
魅
力
。

　
や
す
ら
ぎ
棟
「
花
水
木
」

で
は
、
花
・
水
・
木
を
テ
ー

マ
に
、
フ
ロ
ア

ご
と
に
三
つ
の

「
邸
宅
」
を
用

意
し
た
。
小
グ

ル
ー
プ
、
２
～

３
世
帯
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
カ
ッ

プ
ル
の
満
足
を

満
た
す
１
５
０

平
方
㍍
の
空

間
。
食
事
処

「
万
葉
の
小

径
」
や
個
室
ダ

イ
ニ
ン
グ
「
花

暦
」
な
ど
、
新

し
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
も

展
開
し
、
料
理
長
こ
だ
わ
り

の
料
理
を
提
供
す
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
双
葉
は
新
潟
県

南
魚
沼
郡
湯
沢
町
大
字
湯
沢

４
１
９
。
☎
０
２
５
（
７
８

４
）３
３
５
７
。http://www

.hotel-futaba.com/

露
天
風
呂
か
ら
眺
め
る
富
士
山

　
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
対

象
と
し
て
日
本
人
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
富

士
山
。
一
昨
年
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
そ
の
魅
力
は
海
外
で
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
山
梨
県

・
富
士
河
口
湖
温
泉
郷
の
秀

峰
閣
湖
月
（
小
佐
野
国
博
社

長
）
は
客
室
、
大
浴
場
な
ど

館
内
ど
こ
か
ら
で
も
富
士
の

姿
を
眺
め
ら
れ
る
と
評
判
の

宿
。

　
宿
か
ら
一
歩
外
に
出
れ
ば

湖
畔
の
波
打
ち
際
。
「
湖
面

越
し
に
眺
め
る
富
士
山
は
稜

線
が
は
っ
き
り
と
し
、
麓
ま

で
分
か
る
。
形
は
ほ
ぼ
左
右

対
称
。
こ
こ
ま
で
美
し
い
富

士
は
な
か
な
か
な
い
」
と
宮

下
武
常
務
。

　
夏
の
赤
富

士
、
秋
は
紅
葉

を
添
え
、
冬
の

雪
山
、
春
は
桜

と
共
に
、
と
四

季
折
々
の
趣
を

楽
し
め
る
。
天

候
に
よ
り
富
士

山
を
視
認
で
き

る
確
率
は
半

々
。
「
ご
覧
い

た
だ
け
た
お
客

さ
ま
は
そ
の
日

と
て
も
ご
機
嫌

で
す
」
と
宮
下

常
務
。
雨
天
の
と
き
は
富
士

山
の
絵
葉
書
を
渡
す
。

　
▽
秀
峰
閣
湖
月
は
山
梨
県

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河

口
２
３
１
２
。
☎
０
５
５
５

（
７
６
）
８
８
８
８
。http:

//www.kogetu.com/

鉄
板
焼
き
レ
ス
ト
ラ
ン「
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
」

（
月
虹
）

　
全
て
の
部
屋
か
ら
富
士
山

と
河
口
湖
が
一
望
で
き
る
眺

望
抜
群
の
宿
「
風
の
テ
ラ
ス

Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
（
宮
下
明

壽
社
長
）
。
天
空
に
浮
か
ぶ

露
天
風
呂
が
自
慢
だ
が
、
料

理
も
ま
た
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
の

自
慢
の
一
つ
だ
。

　
旬
の
素
材
と
地
元
食
材
に

こ
だ
わ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が

昨
年
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
お
客
さ
ま
の
目
の
前
で
シ

ェ
フ
が
焼
き
上
げ
る
麦
芽

牛
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
楽
し

め
る
鉄
板
焼
き
レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
」
は
「
雰
囲

気
が
良
く
、
と
て
も
お
い
し

い
」
と
評
判
で
、
こ
れ
を
楽

し
み
に
来
る
お
客
さ
ま
も
い

る
と
い
う
。

　
和
洋
食
の
コ

ラ
ボ
の
コ
ー
ス

料
理
と
サ
ラ

ダ
、
デ
ザ
ー
ト

な
ど
の
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
の
組
み
合

わ
せ
が
楽
し
め

る
、
メ
イ
ン
ダ

イ
ニ
ン
グ
の

「
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
　

Ｂ
Ｏ
Ｗ
」
も
評

価
は
高
い
。

　
進
化
す
る
Ｋ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
の

魅
力
が
一
段
と

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
▽
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ａ
は
山
梨
県
南
都
留
郡
富

士
河
口
湖
浅
川

。
☎
０
５

５
５
（
８
３
）
３
３
３
３
。

http://kukuna.jp/

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
認
定
証
授
与
式
」
は
毎
年
１
月
開
催
。
観
光
業
界
か
ら
多
く
の
来
賓
が
出
席
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る

http://www.hotel-futaba.com/
http://www.kogetu.com/
http://www.seifuen.com/
http://kukuna.jp/
http://www.matsunoi.com/
http://www.keizan.com/

